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○  

高
島
歴
史
民
俗
資
料
館

　
「
昔
の
く
ら
し
」
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
、
ち
ゃ
ぶ
台
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
多
く
の
生
活
用
具
を
並
べ
、
昭
和

30
年
代
頃
の
居
間
を
再
現
し
て
い
ま

す
。

　

昨
今
、民
具
等
を
使
っ
た
回
想
法
は
、

高
齢
者
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野

で
介
護
予
防
や
地
域
に
お
け
る
生
き
が

い
活
動
、
世
代
間
交
流
等
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
資
料
館
で
は
、
こ

れ
ら
の
民
具
資
料
を
、
学
校
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
、
各
種
団
体
等
に
貸

出
し
を
行
い
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
３
６
）
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５
５
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

▼明けましておめでとうございます。
今年もどうぞよろしくお願いします。
▼表紙は、高島保育園のもちつき大会
の一コマ。おめでたい時はやはりお餅
ですね。私も餅つきをさせていただい
たところ、日ごろの運動不足がたたり
筋肉痛に…。情けない限り。近頃、例
に漏れずお腹がでてきたこともあるの
で、今回の特集記事に習って、今年こ
そは適度な運動を習慣づけたいと思い
ます。まずは近所のウォーキングから
はじめてみます。　　（広報担当Ｓ）

　

民
具
と
は
、
私
た
ち
が
日
常
、
生
活

の
必
要
か
ら
製
作
あ
る
い
は
使
用
し
て

い
る
器
具
・
道
具
の
総
称
で
、
人
の
生

活
の
成
り
立
ち
や
移
り
変
わ
り
、
日
本

の
日
常
の
伝
承
文
化
の
形
や
特
質
を
知

る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
民
俗
資

料
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
昭
和
30
年
代

の
技
術
革
新
は
目
覚
ま
し
く
、
耕
運
機

の
発
達
の
結
果
、
田
畑
か
ら
牛
馬
耕
が

姿
を
消
し
、
２
０
０
０
年
の
伝
統
を
持

つ
水
稲
耕
作
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
台
所
で
は
鍋
・
釜
に
電
気
炊
飯

器
が
と
っ
て
代
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

の
日
常
生
活
や
生
産
の
場
に
お
い
て
、

技
術
と
と
も
に
実
に
お
び
た
だ
し
い
伝

統
的
・
手
法
的
な
道
具
＝
民
具
が
失
わ

れ
ま
し
た
。

　

民
具
は
決
し
て
華
や
か
な
も
の
で
な

く
、
使
い
勝
手
を
追
求
し
、
時
代
の
流

れ
、
営
み
の
中
で
工
夫
・
改
良
が
見
ら

れ
、
手
直
し
や
修
理
を
繰
り
返
し
大
切

に
使
わ
れ
た
モ
ノ
も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
の
祖
先
が
、
生
活
の
必
要
上
か
ら
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
て
き
た
生
活
体
験
の

結
晶
で
、
血
と
汗
の
染
み
こ
ん
だ
生
活

の
歴
史
を
代
弁
し
て
く
れ
る
も
の
で

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
民
具
に
は
地
域
に
よ
っ

て
、
構
造
や
呼
称
の
違
い
が
あ
り
、
文

化
の
伝
わ
り
方
や
地
域
的
特
性
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
収

集
に
当
た
っ
て
は
収
集
す
る
地
域
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

『
民
具
』

～
く
ら
し
と
共
に
歩
ん
だ
道
具
た
ち
～

　

高
島
市
も
、
数
多
く
の
民
具
を
収
集

し
、
保
管
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
部
の
民
具
が
各
資
料
館
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

朽
木
に
残
る
文
化
財
を
中
心
に
山

仕
事
の
道
具
や
生
活
用
具
を
展
示
し
、

杣そ
ま
び
と人
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
て
い
ま

す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る｢

朽
木

の
木
地
屋
用
具
と
製
品
」(

江
戸
～
明

治)

で
、｢

手て

び挽
き
ロ
ク
ロ
」
ほ
か
、

朽
木
盆(

菊
盆)

を
は
じ
め
椀
、
片
口

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
３
８
）
２
３
３
９

　

農
林
水
産
業
で
暮
ら
し
を
営
ん
で
き

た
先
人
の
知
恵
と
苦
労
を
知
り
、
次
代

に
引
き
継
ご
う
と｢

稲
作
の
昔
と
今｣

、

｢
山
の
仕
事｣

、｢

村
の
行
事
」、｢

く
ら

し
と
そ
の
道
具｣

に
関
連
す
る
民
具
や

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
在
原
地
区
の
民

家
の
囲
炉
裏
端
が
ジ
オ
ラ
マ
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
２
７
）
１
４
８
４

高
島
の
民
具

○ 

マ
キ
ノ
資
料
館

○  

朽
木
資
料
館

民
具
の
体
験
実
習
（
千せ

ん
ば
こ

歯
扱
き
）

▼


